
宿泊施設従業員のための
コミュニケーションプラットフォーム

「楽天モバイルBuddycomセット」ご紹介

法人向け
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宿泊施設で起こっている課題

人手が足りないときに
スムーズに連携ができない

現場で起こっている
コミュニケーション上の課題を
「楽天モバイルBuddycom

セット」
によって解決し、

人手不足を解消していきます

現場を走り回って
人を探している

全体への周知に
時間がかかる…

伝言ゲームが発生し、
正しく伝わらない

お客様を
待たせてしまう

いちいちスマホを
開いて確認・操作
するのが面倒

作業を中断して
確認しなければいけない

文字でのコミュニケーション
ではニュアンスを伝えにくい
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「楽天モバイルBuddycomセット」とは

宿泊施設で働く従業員をつなげるコミュニケーションプラットフォーム。

映像、音声、文字、位置情報等、多様な機能でチーム内の円滑な情報共有を促進。

コミュニケーションのDX化によって、宿泊業界の人手不足の解消を実現します。

楽天モバイルBuddycomセット
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主な機能

■音声通話
● 機能
通話ボタンを押しながら話すだけで、グループの
ユーザーへ一斉に発信ができます。複数グループ
への参加・会話をも行えます。

■録音・テキスト化
● 機能
発信されたメッセージの聞き直しはもちろん、音
声で送られたメッセージのテキスト化に対応。さ
らに、文字で送った内容の読み上げや、チャット
でのコミュニケーションも可能。

■同時翻訳機能 ■マップ通話

● メリット
シンプルなUIだからこそ、幅広い方にご利用いた
だけます。複数グループの状況が把握でき、情報
共有の効率化が図れます。

● メリット
聞き逃したことを後から確認できるため、コミュ
ニケーション上のミスが減らせます。

● 機能
自分の話した内容が、相手の言語に合わせて翻訳
され、相手に音声と文字で届きます。対応言語は、
Microsoft Translate, Google Translate（18言
語）, DeepL（11言語）と豊富です。

● 機能
同じグループに所属する他のユーザーの位置情報
の確認ができます。また、地図上の指定した範囲
にいるユーザーに対し、一斉会話ができます。

● メリット
外国人労働者との双方向のコミュニケーションに
利用できます。

● メリット
同じエリア内で情報を共有して連携を図りたい,
他のユーザーの場所を把握したい、といったニー
ズに応えます。

• 「楽天モバイルBuddycomセット」は音声通話に留まらず、現場に役立つ様々な機能を備えています。
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導入事例①

• PHS、トランシーバーの老朽化
• 施設内の作業開始、完了の指示のためには、一斉連絡ツールが必要
• トランシーバーは、電波が届かない場所があり、会話が滞っていた

• 施設内どこにいても会話が可能になった
• スタッフ間の情報共有が円滑になり、スタッフの応援要請時など、スムーズに連携できるようになった
• 作業確認の履歴が残るので、後から簡単に確認が可能になった

四国の温浴旅館様

導入前の課題

導入の効果

業務効率化の事例：音声テキスト化機能による事後確認

話した内容が自動でテキスト化されるため、対応履歴等をすぐに確認することができる
ようになった。作業指示、完了報告の情報共有が用意になり、スタッフ間の連携が以前
よりスムーズに行えるようになった。
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導入事例②

• お客様の接客に無線機は必須だが、使っていた無線機は非常に重かった
• ホテルの外に出ると通話できなかった
• グループ作成が柔軟にできなかった

• スマホで利用できるため、重い無線機が不要に
• ホテル送迎の車の中でも使用でき、位置情報の確認も可能になった
• グループ作成を業務、役割ごとに行い、効率化になった

リッツカールトン大阪様

導入前の課題

導入の効果

業務効率化の事例：位置情報確認機能による送迎車との連携
送迎車とフロントのスタッフで利用することで、送迎車の位置情報を確認するこ
とができるようになり、お客様対応がよりスムーズになった。
グループを細かく設定できることで、グループ間の情報共有が容易になった。
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［参考］導入による効果

• PHSからBuddycomに置き換えをされた大手企業では、業務時間が大きく削減されたという事例があ
ります。宿泊施設でも同等の効果が見込めます。

担当従業員を探す時間

After

Before

マネージャーから現場への指示・連絡

After

Before

全員への連絡事項を共有する時間

After

Before

1/3に短縮

1/5に短縮

1/5に短縮

従業員の心理面への配慮

• 音声のテキスト化・履歴再生機能により、
聞き返しや後からの再確認回数が激減

• 気を遣って聞き返しづらい方には心理的な
効果もあった
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定額料金（月額相当）

データ7GB
定価1,480円

Talk Lite
定価600円

Talk Enterprise
定価1,000円

=

=

定価2,080円

1,770円(月額相当）

定価2,480円

2,060円(月額相当）

Talk Lite
定価600円

データ３GB
定価980円 Talk Enterprise

定価1,000円

=

=

定価1,580円

1,270円(月額相当）

定価1,980円

1,560円(月額相当）

※buddycom単体での販売も可（定価でご案内）
※buddycomは年額一括払い(月額相当を記載）。途中解約による返金はありません。
※Rakuten Mobileは36ヵ月契約想定

提供価格（税抜き）
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初期費用

トグルイヤホンマイク
MKI-G1（有線）
定価5,500円

事務手数料
3,000円/回線

無料
端末代

3,850円（税抜き）

BluetoothマイクMKI-P3
耳掛けイヤホンMKI-E1

定価26,600円

18,620円（税抜き）

or

BluetoothマイクMKI-P3
カナルイヤホン
定価26,400円

18,480円（税抜き）

or

30％
OFF

30％
OFF

30％
OFF

Bluetoothに接続するイヤホン単品を追加購入する場合は以下の値段になります。
• 耳掛けイヤホンMKI-E1（単品・税抜き）：1,120円
• カナルイヤホン（単品・税抜き）：980円
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観光庁 補助金について

「楽天モバイルBuddycomセット」は、観光庁による観光地・観光産業における人材不足対策
事業補助金の支給対象となります。

【補助金について】
補助率：50％(上限：500万円)
※1法人3施設まで申請可

【観光庁】人手不足対策事業特設Webサイト：https://kanko-jinzai.go.jp/

https://kanko-jinzai.go.jp/
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補助金対象セット組み合わせ例

• ①Buddycom月額利用料、②スマートフォン端末代金、③データ通信料、④Buddycomマイク・ヘッド
セットを組み合わせた、12～24か月契約のパッケージが、観光庁の補助金対象になります。

iOS / Android

月額利用料 スマートフォン

データ通信

Buddycom
マイク・ヘッドセット月額利用料

組み合わせ例*

• 24か月契約
• Talk Enterpriseプラン

• AQUOS wish3 • 24か月契約
• データ3GBプラン

• BluetoothマイクMKI-P3
• 耳掛けイヤホンMKI-E1

83,132円（税抜） ※税込91,445円（税込3,810円 /月）24か月契約

税抜価格の1/2の金額が補助金の補助対象
*各構成要素の内容や契約年数は変えることができます。上記は一例です。
*「ユニバーサル料金(2円/月)」「電話リレー料金(1円/月)」を含めた金額となります。
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「楽天モバイルBuddycomセット」価格一覧

• 宿泊施設様のニーズに合わせて、セットの内容を以下のリストからお選びいただけます。

プラン 12か月契約 24か月契約

Buddycom：Talk Lite
楽天モバイル：データ3GB 15,240円 30,480円

Buddycom：Talk Lite
楽天モバイル：データ7GB 21,240円 42,480円

Buddycom：Talk Enterprise
楽天モバイル：データ3GB 18,720円 37,440円

Buddycom：Talk Enterprise
楽天モバイル：データ7GB 24,720円 49,440円

機種 価格
AQUOS Wish3 27,000円
iPhone SE 64GB 58,182円

機種 価格
トグルイヤホンマイクMKI-G1 3,850円
BluetoothマイクMKI-P3 17,500円
耳掛けイヤホン MKI-E1 1,120円
カナルイヤホン 980円

*契約内容に応じて上記の価格から変更する場合があります。
*別途、「ユニバーサル料金(2円/月)」「電話リレー料金(1円/月)」が発生いたします。

「楽天モバイルBuddycomセット」価格リスト（１セットあたり/税抜き）*





Appendix
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マイク・ヘッドセット

種類 イヤホンマイク マイク イヤホン イヤホン
接続 有線 Bluetooth 有線 有線

製品名

トグルイヤホンマイク
MKI-G1

ファンクションボタン搭載
Bluetoothマイク

MKI-P3

耳掛けイヤホン
MKI-E1 カナルイヤホン

バッテリー なし 連続使用時間15時間
連続待機時間200時間 なし なし

メーカー 日本 日本

メーカー保証 6ヶ月 6か月

特徴 360度回せるクリップ使用
PTT不可。トグルのみ

本体側面に３つのファンク
ションボタン（３種の定型文

作成送信）搭載

使い方動画 https://youtu.be/KbV1bK
DSBYo

https://youtu.be/dv5jYAN
noc0

※イヤホンジャックがないiPhoneは変換プラグをご利用ください
※周辺機器の詳細の仕様は下記サイエンスアーツ社のWebサイトを参照ください。
https://www.buddycom.net/ja/accessory/headsets-mic-button.html

https://www.buddycom.net/ja/accessory/headsets-mic-button.html
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端末一例（Android）

製品価格
29,700円（税込）

端末一例｜AQUOS wish3

2023年夏モデル
防水・防塵
見やすい大画面（約5.7インチ）
かんたんモード搭載
指紋認証・顔認証

（※マスク顔認証機能付き）

グリーン ホワイト

※製品によっては在庫状況により出荷に時間を要することがあります。
※製品ラインアップや価格は変更になることがあります。
※詳しくはSHARP公式HPをご参考ください。https://jp.sharp /products /aquos-wish3/

https://jp.sharp/products/aquos-wish3/
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端末一例｜iPhone

※ 製品ラインアップや価格は変更になることがあります。
※ 製品によっては在庫状況により出荷に時間を要することがあります。

製品価格（税込）
128GB 140,800円
256GB 161,800円
512GB 199,800円

iPhone 14 

製品価格（税込）
128GB 120,910円
256GB 135,900円
512GB 165,900円

iPhone 15 
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2024年12月一部のアナログ簡易無線が廃止に

• 2008年の電波法関連法令の改正により、2024年12月1日から一部のアナログ簡易無線機が
利用できなくなります。

一部のアナログ簡易無線が廃止に

アナログ無線機
（350, 400MHz帯） × 使用不可

アナログ無線機
（150MHz帯）

〇 使用可
※再免許の取得に限る

デジタル無線機 〇 使用可

特定小電力トランシーバー 〇 使用可
※コロナによって利用停止が当分の間延期に。

無線機に代わり、これからはスマートフォンを用いたトランシーバーアプリが主流に。
より広範囲の接続で、よりクリアな音声で、より便利な機能で、業務を支えます。

2024年12月1日以降
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プラン

使用場面や用途によって、TalkLiteとTalkEnterpriseのどちらかをお選びいただけます。
※翻訳機能や音声のテキスト化はEnterpriseのみに実装されています。

※各機能の詳細は、Appendixの機能一覧をご確認ください。

Talk Lite プラン Talk Enterpriseプラン

機能

音声通話 ○ ○

通話履歴 ○ ○

チャット機能 ○ ○

位置情報 ○ ○

音声テキスト化 ○

同時翻訳 ○
高セキュリティ ○
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プラン詳細

プラン Talk Lite Talk Enterprise プラン Talk Lite Talk Enterprise
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導入実績

Enterpriseをはじめ

800社以上の取引実績

■対象となる業種例
エアライン、鉄道、バス、タクシー、物流、建設、警備、整備
小売、流通、ホテル、サービス、商業施設、ビルメンテナンス、病院、介護、イベント
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機能一覧（１）
機能 説明

音声通話
機能

グループ通話
通話ボタンを押してグループ内のユーザーへ一斉発信ができます（1グループあたり2,000ユーザー同時発信を検証済み）。
通話モードは、以下から選択できます。
・単方向：通話ボタンを押して発信できるのは１人だけです。他のユーザーは発信が終わるのを待つ必要があります。
・双方向：後述します。

個別通話 指定したユーザーだけに発信ができます。https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-09.html

双方向通話 複数人が通話ボタンを押して同時に発信ができます。（電話のように音声が重なって話せます）
マルチグループ受信 他グループの会話を複数同時に聞くことができます（最大８グループ）

電話発信 ユーザーの電話番号が登録されている場合、Buddycomアプリから、電話アプリを起動します。端末のアドレス帳に電話番号を
登録する必要がなくなります。

通話履歴の再生 サーバーに保存された通話データを、後で再生することができます（保存期間は通常1日）
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-29.html（説明部分1:20~）

履歴保存期間24時間 音声・テキスト・画像・動画データを24時間保存できます。

チャット テキストや画像を送受信することができます。受信したテキストは音声で読み上げます。
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-29.html（説明部分1:55~）

位置情報の確認 グループ内のユーザーの位置情報を確認することができます。
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-34.html

MAP通話 MAP上の範囲内にいるメンバーに一斉発信ができます。
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-34.html

企業間通信 複数企業・組織間での通信ができます。
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-37.html

強制起動 対象のグループに所属するユーザーのBuddycomアプリを強制的に起動します。
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-38.html

2段階認証 ログイン時、ID、パスワードに加え、メールアドレス or TOTPで認証します。
かんたんログイン IDとパスワードを使用することなく、URLをタッチすることでログインします。

定型文送信 事前に設定した定型文をグループに送信できます。
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-29.html（説明部分2:30~、3:30~） デモ動画：https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-13.html

https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-09.html
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-29.html
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-29.html
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-34.html
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-34.html
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-37.html
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-38.html
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-29.html
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-13.html
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機能 説明

エンター
プライズ
機能

音声テキスト化 通話した音声がテキスト化されます。
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-29.html（説明部分0:45~）

トランシーバー翻訳
通話した音声が設定した言語に翻訳されます。(グループメンバーが各々言語設定可能)翻訳したテキストの読み上
げができます。
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-30.html

動態管理 管理コンソール上で、グループ内のユーザーの位置情報を確認することができます。 ユーザーごとの移動履歴も
表示できます（保存期間は通常1日）

アプリ機能の一括管理 Buddycomアプリの機能を、管理コンソール上で、一括管理できます。例）個別通話、ログアウト
企業の運用指針に合わせて機能をカスタマイズできます。

アプリ設定の一括管理 Buddycomアプリの設定を、管理コンソール上で、一括管理できます。例)サウンドボリューム設定
利用者自身が設定する手間を削減でき、また意図しない設定変更を防止できます。

サブグループ グループ内で通話できるユーザーを制限できます。例）バス会社やタクシー会社などで、車両同士は通話不可に
させるとき有効です。

テキストデータのグループ間転送 グループ内のテキストデータを事前に定義した他のグループへ転送できます。例えば、定型文送信と組み合わせ、
緊急時は、管理者のグループへアラート（テキスト）を送信できます。

エンドツーエンド暗号化 通話データをエンドツーエンドで暗号化します。現在通話データ以外は対応していません。
本機能を使用すると、音声テキスト化、パラレル翻訳を使用できません。

管理コンソールへのログインIPアドレス制限 管理コンソールへログインできるIPアドレスを制限します。

監査ログ
管理コンソールで行った下記操作の監査ログを取得します。保存期間は2年間です。
・ログイン (ログイン成功/失敗)
・通話履歴 (グループ通話/個別通話)の再生、ダウンロード

SAML認証 業務利用のID、パスワードでBuddycomにもログインできます。
履歴保存1か月延長 保存期間を1か月延長できます。
外部ストレージ連携 データの保存場所をお客さま契約のBOXやDropbox等に変更することができます。

アプリ連携 SlackやTeams、WebexTeams等にBuddycomのデータを自動転送します。

機能一覧（２）

https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-29.html
https://www.buddycom.net/ja/faq/guide-30.html
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主な機能２

エンドツーエンド暗号化（ E 2 E E）

●機能
１つのデバイス（たとえばスマートフォンやPC）でメッ
セージを暗号化し、送信先のデバイスでしか復号できな
いようにする技術。音声・チャット・映像・位置情報の
E2EE対応を実施しております。

ディザスタリカバリー対応

●機能
サーバーは日本だけではなく、アジア、
ヨーロッパ、北米の4リージョンの構成
で同時稼働しております。障害発生時
は自動で切り替え、24時間365日のサー
ビス提供を確実なものとしております。

企業間通信 アプリ設定の一括管理・機能制限

●メリット
万が一、通信やサーバーでの傍受がされても、解読でき
ないため、機密性の高い現場でも安心して利用すること
ができます。

●メリット
災害などの発生時にも利用することが
できるため、ミッションクリティカル
な現場でも利用することができます。

●機能
契約が異なる企業のユーザー同士でも、１つのグループ
を作成し、グループコミュニケーションが図れる独自
サービスです。

●機能
管理コンソールでスマホアプリの設定
や機能を一括管理できます。ユーザー
の予期せぬ操作、設定変更も防止でき
ます。

●メリット
同じ現場で働いている別会社、現場と本社でのコミュニ
ケーションができます。また同じ会社でも予実管理の都
合上、分けて契約を行った場合でも、異なる契約ユー
ザー同士でコミュニケーションができます。

●メリット
たくさんのユーザー数でも、簡単な管
理を可能とし、社内統制の徹底ができ
ます。
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Buddycomの強み
# 特長 詳細

1 豊富な周辺機器 企業利用においては、Bluetoothタイプ、有線タイプ等の単純な区分ではなく、利用シーンに合わせた周辺機器が必要とな
ります。Buddycomは、2015年からお客様の要件に合わせて作り上げてきました。
特にバッテリー持ちに関しては、推奨のBluetoothイヤホンマイクの場合、約15時間です。音質も、航空機エンジンの騒音
環境下でも使用できるノイズキャンセリングマイクを用意しています。
・豊富な周辺機器の一例：https://www.buddycom.net/ja/accessory/headsets-mic-button.html

2 自社開発100%
音声にとどまらない
ライブコミュニケーション機能

音声会話機能を中心とし、ライブキャスト（映像）、トランシーバー翻訳、MAP通話（位置情報）等、特許取得含め、デ
スクレスワーカーのための機能を作り上げました。5Gが当たり前となり1分1秒争う、かつ、正確性を求められる現代の企
業では、音声や動画含め様々なライブコミュニケーションが必要となります。
・機能一覧：https://www.buddycom.net/ja/function.html

3 大規模対応 グループ数無制限、ユーザー数も無制限（検証は1グループあたり2,000ユーザー）の大規模運用に対応しています。ある
社会インフラ企業では、6,000グループで、1分1秒争う現場で使用されています。

4 信頼性・災害対策 世界中を美しくつなげることをミッションとして、現在、サーバーは、グローバル4リージョン（地域）で、稼働していま
す。また、1リージョンあたり、複数のサーバーを同時稼働させ、通話するグループごとに負荷分散構成となっています。

5 企業間通信 デスクレスワーカーは、単一企業内だけでなく、他の企業と共同で業務を行うケースが多いです。Buddycomは企業間通信
を使用することで、他の企業と通話できるグループを作成し、通話が可能です。
鉄道会社と警備会社間、国内の航空会社と海外の航空会社間での利用等、実績があります。

・企業間通信について：https://youtu.be/AFCHp2qjd9I

6 APIエコノミー・IoT連携 Apple社、Cisco社をはじめ、グローバル展開を前提とし、パートナーソリューションと連携しています。

・連携パートナー：https://www.buddycom.net/ja/partner/partner.html

また、イオンリテール社のAIカメラ等、IoT機器とつなげることで、人と人のライブコミュニケーションにとどまらない機
能を実現しています。

・AIカメラとの連携例：https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000082.000006457.html

https://www.buddycom.net/ja/accessory/headsets-mic-button.html
https://www.buddycom.net/ja/function.html
https://youtu.be/AFCHp2qjd9I
https://www.buddycom.net/ja/partner/partner.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000082.000006457.html
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